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光
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Research report: Autum
n Grasses Screen
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     Forty years ago, D
aihonzan Kaw

asaki D
aishi H

eiken-ji Tem
ple 

in K
anagaw

a purchased the Autum
n Grasses Screen

 by O
gata 

Kōrin(1658-1716). Although this screen is not fam
ous or rare enough 

to display in an exhibition, it is still very im
portant, as researchers 

can exam
ine this w

ork to clarify K
ōrin ’s painting chronology, 

especially during his early career. The present study presents key 

discussion points related to this screen from
 observation; it also 

explores earlier influences of Kōrin’s painting.

     The tw
o-panel folding screen, m

ounted w
ith gold leaves overall, 

has a diagonal com
position of painted grasses and flow

ers, ranging 

from
 spring to autum

n. The left panel includes the sign 

“Hokkyō 
Kōrin

” and the seal 

“Iryō

”. An appraisal by the Japanese painter 

Yasuda Yukihiko is attached this screen. The provenance of the w
ork, 

prior to its acquisition by a Ginza antiques dealer, is unknow
n. The 

screen w
as designated a Kaw

asaki City Im
portant H

istorical Property 

on O
ctober 30, 1983. It w

as fully restored in 2010 and rem
ains in 

good condition.

     First, both the sign and the seal are sim
ilar to those in one of 

Kōrin’s m
asterpieces, Iris Screens, indicating that it w

as painted 

relatively early in his career; the letters are also im
balanced. Second, 

I com
pare the technique used to draw

 the grasses and flow
ers w

ith 

Kōrin ’s im
portant w

ork, Flow
ers and Grasses of the Four Seasons. 

Given the crude depictions and unskillful technique, it is possible that 

Kōrin ’s atelier painted the screen, rather than Kōrin him
self. Third, 

the com
position has m

any points in com
m

on w
ith Kōrin’s tw

o-panel 

screens, suggesting that that this screen m
ay have painted as a single 

original, rather than a pair of screens. Finally, although this screen 

m
ay not be Kōrin’s ow

n hand-painted w
ork, its existence is highly 

significant because Kōrin’s early w
orks are scarce. Kōrin painted 

several Autum
n Grasses Screens, w

hich reflect the process through 

w
hich he adopted the styles of earlier painters, Taw

araya Sōtatsu and 

Kitagaw
a Sōsetsu.
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尾形光琳筆「秋草図屏風」（平間寺蔵）の調査所見

は
じ
め
に

　

川
崎
大
師
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
平
間
寺
に
、
尾
形
光
琳
（
万
治
元
年
︱
享

保
元
年
（
一
六
五
八
︱
一
七
一
六
））
の
落
款
を
有
す
る
「
秋
草
図
屏
風
」（
以
下
、

「
本
作
」
と
呼
称
）【
図
１
】
二
曲
一
隻
が
近
年
よ
り
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
一
般
に
公
開
さ
れ
た
機
会
が
少
な
く
知
名
度
は
低
い
も
の
の
、
光
琳
の
初
期
作

と
の
指
摘
が
あ
り
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
作
例
で
あ
る
。
論
者
は
二
〇
一
九
年
三
月

に
熟
覧
調
査
の
機
会
を
得
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
先
学
に
よ
る
指
摘
と
調
査
所
見

を
ま
と
め
る
次
第
で
あ
る
。

一
、
作
品
の
概
要

　

本
作
は
二
曲
一
隻
の
総
金
地
で
、
金
地
の
上
に
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
草
花
が

描
か
れ
る
。
草
花
は
右
上
が
り
の
対
角
線
の
ほ
ぼ
右
下
部
に
寄
せ
て
描
か
れ
、
左

上
部
は
金
地
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
左
扇
左
端
の
中
央
や
や
下
部
に
「
法
橋
光

琳
」
の
署
名
と
「
伊
亮
」
朱
文
円
印
を
有
す
る
【
図
２
】。
法
量
・
紙
継
は
【
図
３
】

の
通
り
。
金
箔
は
お
お
よ
そ
一
一
・
五
セ
ン
チ
四
方
で
あ
る
。
右
扇
裏
面
に
は
安

田
靫
彦
に
よ
る
短
冊
（
鑑
定
書
か
）「
光
琳
筆
秋
草
絵
二
曲
屏
風　

靱
彦
記
（「
□

□
（
靱
彦
）」
白
文
長
方
印
）」
の
写
し
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
短
冊
の
実
物
は
、

新
調
さ
れ
た
屏
風
箱
の
扉
部
内
側
に
設
置
さ
れ
た
ケ
ー
ス
内
に
あ
る
【
図
４
】。

　

平
間
寺
で
は
こ
の
屏
風
を
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
銀
座
の
古
美
術
商

か
ら
購
入
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
三
）
十
月
三
十
日
付
で
川

崎
市
重
要
歴
史
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
全
体
に
破
れ
や
顔
料
の
剥
落
が
認
め
ら

れ
た
た
め
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
解
体
修
理
を
行
っ
た
。
現
状
で
は
保

存
状
態
は
良
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
展
覧
会
出
品
歴
は
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
川
崎
市
市
民

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の
「
受
け
継
が
れ
た
文
化
財
」
展
第
一
部
「
川
崎
大
師
の
寺
宝

と
信
仰
」
と
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
京
都
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た

「
琳
派　

京
（
み
や
こ
）
を
彩
る
」
展
で
あ
る
。

二
、
先
行
研
究
と
論
点

　

本
作
に
関
す
る
主
な
言
及
に
は
、
ま
ず
村
重
寧
氏
に
よ
る
『
古
美
術
』
誌
上
で

の
カ
ラ
ー
図
版
に
よ
る
紹
介
［
註
１
］
が
挙
げ
ら
れ
る
。
村
重
氏
は
本
作
の
基
本

情
報
を
過
不
足
な
く
ま
と
め
る
。
二
曲
屏
風
の
構
成
の
工
夫
、
秋
に
加
え
て
春
夏

の
草
花
を
含
む
四
季
絵
の
趣
向
、
固
く
単
調
な
描
写
、
落
款
と
制
作
年
や
、
法
橋

叙
位
以
前
に
描
い
た
尾
形
光
琳
「
秋
草
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）・「
燕
子
花
図
屏
風
」

（
根
津
美
術
館
蔵
）
に
通
じ
る
平
面
的
で
明
確
な
対
象
把
握
と
装
飾
性
を
指
摘
す

る
。
同
氏
は
ま
た
金
箔
の
上
に
金
切
箔
を
撒
い
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
調
査
の
折

に
は
金
切
箔
の
使
用
を
特
定
で
き
な
か
っ
た
。

　

河
野
元
昭
氏
は
『
日
本
美
術
絵
画
全
集
』
の
解
説
で
、
補
彩
に
加
え
て
後
に
金

泥
が
加
筆
さ
れ
た
と
指
摘
し
、作
品
の
痛
み
が
落
款
に
及
ん
で
い
た
と
述
べ
る［
註

２
］。

　
『
琳
派
絵
画
全
集　

光
琳
一
』
と
紫
紅
社
の
『
琳
派
二
』
で
は
河
合
正
朝
氏
が

作
品
解
説
を
担
当
し
て
い
る
［
註
３
］。
前
者
で
は
草
花
の
素
朴
な
並
列
方
法
を

画
風
上
の
初
期
的
性
格
を
暗
示
す
る
と
し
、後
者
で
は
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵「
秋

草
図
屏
風
」
二
曲
一
双
と
比
較
し
、
本
図
の
方
に
そ
の
後
の
画
風
展
開
へ
と
つ
な

が
る
光
琳
ら
し
さ
を
見
出
す
。

　
『
日
本
屏
風
絵
集
成
』
の
作
品
解
説
で
仲
町
啓
子
氏
は
伊
年
印
草
花
図
や
喜
多

川
相
説
の
草
花
図
よ
り
も
遡
っ
て
宗
達
派
の
「
月
に
秋
草
図
屏
風
」
に
よ
り
近
い

画
風
を
指
摘
す
る
［
註
４
］。
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川
崎
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
本
作
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
が

あ
り
［
註
５
］、
記
述
は
指
定
時
に
参
照
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
て
の
内
容
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
光
琳
の
草
花
図
は
「
四
季
草
花
図
巻
」（
個
人
蔵
、
現
在
千

葉
市
美
術
館
寄
託
）
の
写
実
に
基
づ
い
た
装
飾
性
豊
か
な
も
の
で
あ
り
、
本
作
は

俵
屋
宗
達
（
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
頃
活
躍
）
の
模
本
的
性
格
を
も
つ
「
槇
楓

図
屏
風
」（
東
京
藝
術
大
学
美
術
館
蔵
）
に
近
く
、
宗
達
派
の
俵
屋
宗
雪
や
喜
多

川
相
説
の
草
花
図
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
述
べ
る
。

　
『
琳
派　

京
を
彩
る
』
展
展
覧
会
図
録
で
は
作
品
解
説
を
福
士
雄
也
氏
が
執
筆

す
る
［
註
６
］。
金
地
の
上
に
直
接
描
く
こ
と
で
淡
墨
や
顔
料
の
濃
淡
を
透
か
し

て
金
地
が
見
え
る
点
に
、
宗
達
派
の
草
花
図
か
ら
の
継
承
を
見
る
。
そ
し
て
落
款

の
書
体
は
「
燕
子
花
図
屏
風
」
に
近
く
、
印
は
同
一
で
あ
る
と
判
じ
、
元
禄
十
四

年
（
一
七
〇
一
）
の
法
橋
叙
任
か
ら
間
も
な
い
時
期
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
る
。

た
だ
し
補
筆
の
多
さ
と
、
署
名
を
後
入
れ
と
す
る
見
解
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、

継
ぎ
の
見
え
な
い
金
箔
の
調
子
も
ま
た
こ
の
時
期
の
光
琳
作
品
と
は
異
質
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
よ
り
早
い
時
期
の
制
作
で
あ
る
可
能
性
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　

本
作
を
め
ぐ
る
論
点
を
整
理
す
る
と
、
制
作
当
初
の
員
数
、
制
作
時
期
、
光
琳

の
画
風
変
遷
上
の
位
置
付
け
の
三
点
が
あ
る
。
以
下
、
落
款
、
補
筆
の
検
討
を
含

む
描
画
と
構
図
と
い
う
造
形
表
現
を
検
討
し
、
本
作
の
位
置
付
け
を
考
察
す
る
。

三
、
調
査
所
見
に
基
づ
く
考
察

（
一
）
落
款

　

既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
法
橋
光
琳
」
の
書
体
は
「
燕
子
花
図
屏

風
」
に
近
い
【
図
５
】。
こ
こ
か
ら
本
作
は
、
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
た
元
禄
十
四
年

（
一
七
〇
一
）
四
十
四
歳
以
降
、「
道
崇
」
印
を
用
い
は
じ
め
江
戸
へ
移
る
宝
永
元

年
（
一
七
〇
四
）
頃
ま
で
の
間
に
制
作
さ
れ
た
と
ひ
と
ま
ず
は
推
察
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
光
琳
は
、
と
り
わ
け
法
橋
叙
位
後
し
ば
ら
く
の
間
、「
橋
」
の
字
を
大
振

り
に
書
く
傾
向
に
あ
り
、「
光
」
の
最
終
画
を
勢
い
よ
く
は
ね
る
癖
が
あ
る
。
本
作

の
落
款
は
比
較
的
「
法
」
の
字
が
大
き
く
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
見
て
も
少
し

た
ど
た
ど
し
い
印
象
を
受
け
る
。
河
野
氏
は
作
品
全
体
の
傷
み
が
落
款
・
印
象
に

も
達
し
て
い
る
こ
と
、、
書
名
箇
所
へ
の
入
墨
の
可
能
性
に
触
れ
て
い
る
［
註
７
］。

　
「
伊
亮
」
朱
文
円
印
の
印
付
き
は
良
く
、
法
量
・
印
影
か
ら
も
「
燕
子
花
図
屏

風
」
等
と
同
印
と
見
ら
れ
る
。
山
根
有
三
氏
に
よ
る
と
、
光
琳
が
使
用
し
た
「
伊

亮
」
の
印
影
は
一
つ
の
み
と
い
う
［
註
８
］。
な
お
、「
伊
亮
」
印
は
小
西
家
旧
蔵

光
琳
資
料
中
の
印
石
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

（
二
）
モ
チ
ー
フ
と
描
法

　

描
か
れ
た
草
花
は
、お
お
よ
そ
右
か
ら
葛
・
女
郎
花
・
桔
梗
・
赤
い
花
（
躑
躅
か
）・

薄
・
朝
顔
・
海
老
根
・
八
重
葎
・
薊
の
九
種
で
あ
る
【
図
６
】。
こ
れ
ら
の
草
花

は
ほ
と
ん
ど
が
宗
達
派
や
光
琳
の
草
花
図
に
頻
見
さ
れ
る
。
画
面
右
下
方
の
赤
い

五
弁
花
に
つ
い
て
は
種
類
を
特
定
し
難
く
、「
青
々
」
印
と
「
法
橋
光
琳
」
の
書

体
か
ら
晩
年
作
あ
る
い
は
有
力
な
弟
子
作
と
考
え
ら
れ
る
「
四
季
草
花
図
屏
風
」

（
個
人
蔵
）
六
曲
一
隻
の
、
右
端
に
描
か
れ
る
躑
躅
と
花
形
は
似
る
も
の
の
葉
の

形
状
が
一
致
し
な
い
［
註
９
］。

　

全
面
に
薄
・
女
郎
花
・
桔
梗
が
配
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
薊
・
躑
躅
（
赤
い
花
）・

海
老
根
・
朝
顔
は
い
ず
れ
も
春
か
ら
夏
に
か
け
て
花
を
咲
か
せ
る
た
め
、
む
し
ろ

「
四
季
草
花
図
屏
風
」
と
呼
ぶ
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
左
扇
中
央
に
薊
と
桔
梗
が

並
ぶ
な
ど
、
モ
チ
ー
フ
配
置
に
季
節
に
よ
る
方
向
性
は
な
く
混
在
し
て
い
る
。

　

草
花
の
描
き
方
は
、
淡
墨
・
淡
彩
の
没
骨
描
と
輪
郭
線
の
内
側
を
着
彩
す
る
方

（21）
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法
が
種
別
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
葛
・
海
老
根
の
葉
・
薊
は
淡
墨
を
主
と
し
、

葉
脈
に
金
泥
を
用
い
る
。
女
郎
花
・
薄
・
八
重
葎
は
淡
彩
で
描
く
。
こ
れ
ら
は
下

の
金
地
が
透
け
る
箇
所
も
あ
る
。
躑
躅
（
赤
い
花
）・
朝
顔
・
桔
梗
は
着
色
で
輪

郭
線
を
取
る
。

　

着
色
箇
所
に
は
後
に
顔
料
の
上
塗
り
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
宗
達
活
躍

期
よ
り
や
や
降
る
頃
に
流
行
し
た
、「
伊
年
」
印
を
有
す
る
一
群
の
草
花
図
で
は
、

没
骨
描
の
草
花
を
金
地
の
上
か
ら
淡
彩
で
直
書
き
す
る
こ
と
で
、
顔
料
を
透
か
し

て
金
地
が
映
え
、
奥
行
き
あ
る
華
や
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
本
作
の
着
色
部
分
は

顔
料
が
厚
く
金
地
を
見
せ
な
い
が
、
制
作
当
初
は
よ
り
透
明
感
の
あ
る
色
彩
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

光
琳
は
着
色
の
草
花
図
で
葉
の
部
分
に
墨
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で

の
着
色
と
淡
墨
の
混
用
は
、
顔
料
の
厚
塗
り
と
相
ま
っ
て
画
面
に
や
や
ち
ぐ
は
ぐ

な
印
象
を
与
え
て
い
る
。

　

輪
郭
線
を
引
か
ず
に
線
が
そ
の
ま
ま
図
様
の
形
と
な
る
没
骨
描
で
描
い
た
淡
墨

の
図
様
、
例
え
ば
右
扇
上
部
の
葛
な
ど
は
濃
淡
の
階
調
が
自
然
で
後
筆
は
認
め
ら

れ
な
い
。
葛
と
同
じ
く
淡
墨
の
没
骨
描
に
よ
る
薊
を
取
り
上
げ
て
、
描
法
を
光
琳

の
基
準
的
作
例
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

　

比
較
作
品
は
、
光
琳
「
四
季
草
花
図
巻
」【
図
７
】
で
あ
る
。
巻
子
か
ら
額
装

へ
改
装
さ
れ
て
お
り
、
現
状
で
第
四
面
に
「
法
橋
光
琳
」
の
署
名
と
「
道
崇
」
朱

文
円
印
を
有
す
る
。
も
と
の
軸
芯
に
記
さ
れ
た
、
経
師
屋
す
な
わ
ち
装
潢
者
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
墨
書
「
宝
永
二
乙
酉
六
月
二
日
中
川
清
六
」
か
ら
、
宝
永
二
年

（
一
七
〇
五
）、光
琳
の
二
度
目
の
江
戸
下
向
の
前
後
に
描
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

津
軽
家
に
伝
来
し
、
光
琳
に
よ
る
水
墨
淡
彩
草
花
図
の
基
準
作
で
あ
る
［
註
10
］。

　

薊
は
本
作
の
左
扇
中
程
、紺
色
の
桔
梗
の
右
脇
に
描
き
こ
ま
れ
る【
図
８
︱
１
】。

没
骨
描
の
墨
面
に
は
濃
淡
が
あ
り
、
葉
脈
は
金
泥
で
ひ
か
れ
て
い
る
。
隣
の
桔
梗

が
淡
墨
で
輪
郭
を
取
り
内
側
に
濃
彩
を
施
す
の
に
対
し
、
影
の
よ
う
に
控
え
め
に

見
え
る
。
茎
は
ほ
ぼ
垂
直
に
上
へ
伸
び
、
鋸
刃
状
の
葉
が
左
右
ほ
ぼ
交
互
に
生
え

る
。
茎
の
先
端
に
は
花
ま
た
は
落
花
後
の
総
苞
部
分
が
描
か
れ
、
下
方
に
は
丸
い

蕾
か
苞
が
描
か
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、花
弁
は
剥
落
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
で
「
四
季
草
花
図
巻
」
第
三
面
左
端
の
薊
【
図
８
︱
２
】
は
、
淡
墨
の
没

骨
で
図
様
の
形
を
と
り
、
乾
く
前
に
上
か
ら
白
緑
を
滲
ま
せ
て
た
ら
し
こ
み
、
押

し
伸
ば
さ
れ
た
墨
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
溜
ま
り
を
作
っ
て
い
る
。
茎
は
緩
や
か
な

曲
線
を
描
き
な
が
ら
上
へ
伸
び
、
鋸
刃
状
の
葉
は
根
元
は
大
振
り
に
、
上
方
へ
と

至
る
に
つ
れ
少
し
ず
つ
小
さ
く
描
か
れ
る
。
右
二
つ
の
茎
先
端
部
の
総
苞
に
は
濃

く
緑
青
が
た
ら
し
こ
ま
れ
、
花
弁
は
白
で
描
き
こ
む
。
根
元
か
ら
左
へ
と
伸
び
る

二
本
の
丈
低
い
茎
の
先
端
に
は
淡
紅
色
の
花
弁
が
描
か
れ
る
。
茎
、
葉
、
花
で
安

定
し
た
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、右
隣
の
藪
萱
草
の
葉
と
の
重
な
り
に
も
萎
縮
し
な
い
、

伸
び
や
か
な
姿
で
あ
る
。

　

こ
れ
と
比
べ
る
と
本
作
の
薊
は
描
写
が
生
硬
で
、
素
朴
な
印
象
を
ま
ぬ
が
れ
な

い
。
周
囲
を
桔
梗
、
朝
顔
、
薄
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
直
立
不
動
す

る
よ
う
な
姿
が
や
や
ぎ
こ
ち
な
い
。

　

同
様
の
指
摘
は
、海
老
根
や
八
重
葎
に
も
当
て
は
ま
る
。
海
老
根
【
図
９
︱
１
】

は
葉
を
墨
面
で
表
わ
し
葉
脈
に
や
や
波
打
つ
線
で
金
泥
を
ひ
き
、
ま
っ
す
ぐ
に
伸

び
る
茎
の
左
右
に
ほ
ぼ
同
形
の
白
い
花
が
連
な
る
。「
四
季
草
花
図
巻
」
で
第
三

面
右
端
に
描
か
れ
る
黄
海
老
根
【
図
９
︱
２
】
は
、
葉
は
淡
墨
で
輪
郭
を
描
き
、

淡
い
緑
青
で
彩
色
す
る
。
江
村
知
子
氏
の
観
察
に
よ
る
と
、
花
の
部
分
は
黄
色
の

絵
の
具
の
上
か
ら
胡
粉
と
み
ら
れ
る
白
い
絵
の
具
を
た
ら
し
こ
み
、
緑
色
で
蘂
を

描
い
て
い
る
と
い
う
［
註
11
］。
黄
海
老
根
の
葉
は
大
き
く
波
打
つ
も
の
や
め
く

（22）
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れ
て
裏
表
を
見
せ
る
も
の
が
あ
り
、
描
線
は
肥
痩
が
豊
か
で
あ
る
。
根
元
は
葉
が

巻
き
つ
く
よ
う
に
重
な
り
合
う
点
な
ど
観
察
が
生
き
て
い
る
。

　

八
重
葎
は
「
四
季
草
花
図
巻
」【
図
10
︱
２
】
で
は
淡
墨
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
緑

青
を
た
ら
し
こ
み
、
笹
百
合
・
芥
子
・
黄
蜀
葵
と
重
な
り
合
い
な
が
ら
第
三
面
の

下
端
右
寄
り
か
ら
左
上
へ
と
紙
面
半
分
近
く
ま
で
伸
び
て
い
る
。
先
へ
行
く
ほ
ど

細
く
淡
く
描
か
れ
て
い
る
点
や
、緩
や
か
に
波
打
ち
な
が
ら
長
く
伸
び
る
姿
か
ら
、

八
重
葎
の
特
性
を
咀
嚼
し
美
点
を
強
調
し
た
描
写
と
思
わ
れ
る
。
本
作
【
図
10
︱

１
】
で
は
淡
墨
に
緑
青
を
混
ぜ
て
没
骨
で
描
く
点
で
共
通
す
る
も
の
の
、
葉
の
長

さ
が
ど
の
部
位
で
も
あ
ま
り
変
化
が
な
く
、
画
面
下
方
で
薄
と
重
な
り
合
う
よ
う

に
配
さ
れ
て
目
立
た
な
い
。

　

手
元
で
巻
き
広
げ
る
紙
本
の
画
巻
と
、
立
て
広
げ
る
金
地
屏
風
と
い
う
形
式
上

の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、「
四
季
草
花
図
巻
」
と
の
筆
技
の
大
き
な
懸
隔
は
、
制

作
が
数
年
遡
る
こ
と
に
よ
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
三
）
構
図

　

本
作
と
同
じ
二
曲
の
金
地
屏
風
を
、
光
琳
は
繰
り
返
し
手
が
け
て
い
る
。
い
ず

れ
も
「
法
橋
光
琳
」
の
署
名
を
有
し
、「
澗
声
」
印
か
ら
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）

の
江
戸
下
向
前
に
描
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
「
太
公
望
図
屏
風
」
一
隻
（
京
都
国

立
博
物
館
蔵
）【
図
11
】、「
道
崇
」
印
に
よ
り
江
戸
滞
在
の
頃
に
描
か
れ
た
「
波

濤
図
屏
風
」
一
隻
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）、
さ
ら
に
も
と
衝
立
の
表
裏

を
二
曲
一
双
に
仕
立
て
直
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に

京
都
へ
戻
っ
た
後
か
ら
使
用
す
る
「
方
祝
」
印
を
持
つ
「
孔
雀
立
葵
図
屏
風
」（
個

人
蔵
）
を
見
る
と
、
構
図
は
モ
チ
ー
フ
を
右
寄
り
に
集
め
て
左
上
部
分
を
空
け
る

点
が
共
通
す
る
。
落
款
も
造
形
の
構
成
要
素
と
み
て
位
置
に
意
識
的
だ
っ
た
光
琳

は
、
本
作
と
制
作
年
の
近
い
「
太
公
望
図
屏
風
」
で
は
左
扇
左
端
や
や
下
寄
り
に

記
し
て
お
り
、
本
作
も
ほ
ぼ
同
位
置
で
あ
る
。
以
上
の
共
通
項
に
加
え
て
、
本
作

は
春
秋
の
草
花
を
取
り
混
ぜ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
当
初
か
ら
二
曲
一
隻
で
あ
っ

た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

　

本
作
で
は
図
様
が
ほ
ぼ
対
角
線
構
図
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
よ
り
詳
し
く

見
る
と
、
右
扇
上
部
に
一
ま
と
ま
り
の
草
叢
が
あ
り
、
画
面
下
半
分
は
薄
を
主
と

す
る
草
花
が
埋
め
て
い
る
。
こ
の
二
箇
所
の
描
写
か
ら
は
水
平
視
と
俯
瞰
視
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
奥
行
き
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
感
じ
ら
れ
る
。
異
な
る
視
点
の
取

り
合
わ
せ
は
、
落
款
の
書
体
が
最
も
近
い
「
燕
子
花
図
屏
風
」
の
左
右
隻
で
も
用

い
ら
れ
て
い
る
。

（
四
）
光
琳
の
草
花
図

　

光
琳
の
他
の
草
花
図
屏
風
と
比
べ
て
み
る
と
、
八
重
葎
や
女
郎
花
と
い
う
モ

チ
ー
フ
の
共
有
、
す
る
り
と
Ｓ
字
形
に
伸
び
る
桔
梗
、
平
面
的
に
モ
チ
ー
フ
を
並

べ
る
こ
と
で
軽
や
か
な
印
象
を
与
え
る
点
で
、「
法
橋
光
琳
」・「
方
祝
」
印
の
「
槇

楓
図
屏
風
」【
図
12
】
に
近
い
。
平
面
性
と
軽
や
か
さ
は
、
光
琳
が
模
し
た
俵
屋

宗
達
筆
「
槇
楓
図
屏
風
」（
山
種
美
術
館
蔵
）
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
光
琳
の
特
質

と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
本
作
の
顔
料
で
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
目
で
追
う
と
、
画
面

右
端
の
躑
躅
か
ら
朝
顔
の
蔓
を
伝
っ
て
左
扇
に
突
出
す
る
桔
梗
ま
で
、
視
線
を
誘

導
す
る
意
識
的
な
配
置
と
な
っ
て
お
り
、「
槇
楓
図
屏
風
」
で
槇
樹
の
間
を
縫
っ

て
画
面
右
下
か
ら
左
上
へ
と
枝
を
伸
ば
す
楓
樹
の
形
姿
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

ま
た
金
地
に
着
色
で
草
花
を
並
置
す
る
点
で
は
「
槇
楓
図
屏
風
」
に
加
え
て
、

『
光
琳
百
図
後
編
上
』
掲
載
の
「
金
地
極
彩
色
小
屏
風
」【
図
13
】
と
、
こ
れ
に
基

づ
く
酒
井
抱
一
筆
「
槇
に
秋
草
図
屏
風
」
二
曲
一
隻
（
個
人
蔵
）
も
見
逃
せ
な
い
。

（23）
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こ
う
し
た
光
琳
の
草
花
図
の
先
行
作
例
に
つ
い
て
、
金
地
上
に
着
色
で
草
花
を

描
く
点
は
「
伊
年
」
印
草
花
図
を
容
易
に
想
起
さ
せ
る
。
数
種
類
の
モ
チ
ー
フ
を

横
並
び
に
配
す
る
点
な
ど
仲
町
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
宗
達
派
の
「
月
に
秋
草

図
屏
風
」（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）【
図
14
】
や
、
本
阿
弥
光
悦
の
書
下
絵

と
し
て
描
か
れ
た
金
銀
泥
の
画
巻
に
源
流
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
中
で
も
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
本
右
隻
は
金
砂
子
地
に
薄
・
女
郎
花
・
桔
梗
を
全
面
に
散
ら
し
て
お

り
、
モ
チ
ー
フ
と
そ
の
配
置
の
点
で
本
作
と
共
通
性
が
あ
る
。

　

光
琳
の
草
花
図
が
、
俵
屋
宗
達
を
継
ぐ
宗
雪
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
活
躍
し
た
喜
多

川
相
説
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
、
つ
と
に
西
本
周
子
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
り
、

近
年
で
は
野
口
剛
氏
に
よ
り
宮
廷
を
介
し
て
の
両
者
の
結
び
つ
き
が
注
目
さ
れ
て

い
る
［
註
12
］。「
伊
亮
」
印
の
個
人
蔵
「
秋
草
図
屏
風
」
六
曲
一
双
［
註
13
］
を

詳
細
に
分
析
す
る
西
本
氏
は
、
相
説
の
画
風
を
光
琳
が
摂
取
し
た
こ
と
を
具
体
的

な
描
写
を
挙
げ
て
指
摘
す
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
相
説
と
個
人
蔵
本
と
の
共
通
項
で

あ
る
胡
粉
引
き
や
草
花
を
叢
で
描
く
点
な
ど
は
本
作
に
は
見
ら
れ
ず
、
光
琳
の
独

自
性
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
草
花
の
模
様
の
よ
う
な
形
態
、
形
態
の
明
晰
さ
を

強
調
す
る
よ
う
な
べ
た
塗
り
は
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

総
じ
て
、
本
作
に
は
光
琳
の
草
花
図
の
う
ち
あ
る
傾
向
に
あ
る
一
群
の
特
徴
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
本
作
の
位
置
付
け

　

前
項
の
分
析
を
ま
と
め
る
と
、
落
款
は
光
琳
の
法
橋
叙
位
後
ほ
ど
な
い
時
期
に

近
く
、落
款
の
位
置
や
構
図
、モ
チ
ー
フ
か
ら
は
制
作
当
初
よ
り
二
曲
一
隻
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。
金
地
の
左
上
を
空
け
る
構
成
、
個
々
の
モ
チ
ー
フ
を
真
横
か

ら
見
た
よ
う
に
描
く
視
点
、
草
花
を
画
面
に
散
在
さ
せ
る
平
面
的
な
志
向
は
光
琳

が
画
業
を
通
し
て
持
続
し
て
い
た
特
徴
で
も
あ
る
。
一
方
で
、
顔
料
に
よ
る
着
色

部
分
に
認
め
ら
れ
る
補
筆
を
差
し
引
い
て
も
、
墨
技
の
拙
さ
、
図
様
を
形
作
る
生

硬
さ
、
季
節
の
混
在
は
い
ず
れ
も
光
琳
の
最
も
特
徴
的
な
美
質
に
反
し
、
本
人
の

関
与
を
認
め
が
た
い
。
光
琳
の
作
品
を
も
と
に
し
た
周
辺
の
人
物
に
よ
る
制
作
と

ひ
と
ま
ず
考
え
た
い
。

　

光
琳
周
辺
作
と
言
え
ど
も
、
本
作
の
存
在
は
意
義
深
い
。
そ
の
理
由
は
、
光
琳

の
画
業
初
期
か
ら
法
橋
叙
位
前
後
の
作
例
の
少
な
さ
、
光
琳
の
草
花
図
を
時
系
列

に
沿
っ
た
画
風
展
開
で
追
う
こ
と
の
難
し
さ
に
あ
る
。

　

落
款
の
書
体
が
近
し
い
「
燕
子
花
図
屏
風
」
と
本
作
の
画
風
は
一
見
隔
絶
し
て

い
る
。金
地
に
緑
青
と
群
青
の
色
面
を
置
く
抽
象
度
の
高
い「
燕
子
花
図
屏
風
」と
、

細
身
の
可
憐
な
草
花
を
集
め
た
本
作
は
対
照
的
な
画
風
を
示
す
。
個
人
蔵
「
秋
草

図
屏
風
」
六
曲
一
双
や
こ
の
類
例
作
と
見
ら
れ
る
「
澗
声
」
印
「
秋
草
図
屏
風
」（
サ

ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）
二
曲
一
双
【
図
15
】
が
法
橋
叙
位
前
後
の
頃
に
描
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
光
琳
と
そ
の
周
辺
で
は
装
飾
性
の
方
向
の
異
な
る
草
花
図
が
複

数
手
が
け
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

制
作
年
に
つ
い
て
は
、
法
橋
叙
位
よ
り
遡
る
可
能
性
が
福
士
氏
に
よ
り
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
し
か
し
薊
・
海
老
根
・
八
重
葎
の
硬
い
描
写
は
、
こ
れ
ら
が
「
四

季
草
花
図
巻
」
よ
り
前
に
描
か
れ
た
た
め
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
光
琳
の
図
様
を

写
し
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
西
本
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
光
琳
は
墨
を

色
の
一
つ
と
し
て
葉
な
ど
に
積
極
的
に
使
用
す
る
の
だ
が
［
註
14
］、
本
作
で
は

モ
チ
ー
フ
ご
と
に
〈
着
色
・
輪
郭
線
〉
と
〈
墨
・
没
骨
描
〉
が
使
い
分
け
ら
れ
て

い
る
。
い
わ
ば
異
な
る
造
形
言
語
が
、
一
つ
の
場
に
融
合
す
る
こ
と
な
く
並
存
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
桔
梗
や
躑
躅
も
、
光
琳
の
作
品
か
ら
モ
チ
ー
フ
を
取
り
出
し

て
、
模
様
を
組
み
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
画
面
上
に
散
ら
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ

（24）
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る
。落
款
の
書
体
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
が
後
入
れ
を
否
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
も
、

本
作
の
制
作
年
は
や
や
降
る
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。『
古
画
備

考
』
に
光
琳
の
贋
作
者
が
名
前
を
連
ね
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、
光
琳
の
弟

子
や
工
房
の
実
態
は
い
ま
だ
不
分
明
で
あ
る
。

 

本
作
を
含
む
複
数
の
「
秋
草
図
屏
風
」
に
は
、
光
琳
が
幅
広
く
宗
達
派
の
草
花

図
を
消
化
す
る
過
程
が
そ
れ
ぞ
れ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

［
註
］

１
村
重
寧「
名
品
鑑
賞　

尾
形
光
琳　

秋
草
図
屏
風
」『
古
美
術
』四
九
、一
九
七
五
年
、一
一
一
︱
一
二
頁
。

２
河
野
元
昭
（
作
品
解
説
）『
日
本
美
術
絵
画
全
集
十
七
尾
形
光
琳
』
集
英
社
、
一
九
七
六
年
、
一
三
〇

︱
三
一
頁
。

３
河
合
正
朝
（
作
品
解
説
）『
琳
派
絵
画
全
集　

光
琳
派
一
』
日
本
経
済
新
聞
社
、一
九
七
九
年
。
同
『
琳

派
二　

花
鳥
二
』
紫
紅
社
、
一
九
九
〇
年
、
三
一
五
︱
一
六
頁
。

４
仲
町
啓
子
（
作
品
解
説
）『
日
本
屏
風
絵
集
成
七
花
鳥
画　

四
季
草
花
』
講
談
社
、
一
九
八
〇
年
。

５
川
崎
市
教
育
委
員
会
「
紙
本
金
地
着
色　

秋
草
図
屏
風
」
二
〇
一
〇
年
八
月
十
三
日
公
開

http://w
w

w
.city.kaw

asaki.jp/880/page/0000000396.htm
l 

（
最
終
閲
覧
二
〇
一
九
年
十
一
月

八
日
）。

６
福
士
雄
也
（
作
品
解
説
）『
琳
派　

京
を
彩
る
』
展
図
録
、京
都
国
立
博
物
館
、二
〇
一
五
年
、二
六
六
頁
。

７
河
野
前
揚
註
２
。

８
山
根
有
三
「
落
款
と
印
章　

余
録
そ
の
Ⅱ
」
田
中
一
松
編
『
光
琳
』
日
本
経
済
新
聞
社
、一
九
五
九
年
、

二
六
︱
三
二
頁
（
再
録
『
山
根
有
三
著
作
集
三　

光
琳
研
究
一
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、一
九
九
五
年
、

五
六
︱
六
五
頁
）。

９
仲
町
氏
は
鉄
線
や
バ
ラ
の
可
能
性
を
指
摘
。

10
水
尾
比
呂
志
「
尾
形
光
琳
と
草
花
絵　

草
花
図
巻
を
中
心
に
し
て
」『
国
華
』
八
八
九
号
、一
九
六
六
年
、

九
︱
一
五
頁
。
河
合
正
朝
「
光
琳
筆
「
四
季
草
花
図
巻
」
に
つ
い
て
」『
琳
派
絵
画
全
集　

光
琳
派
一
』、

三
一
︱
三
五
頁
。

11
江
村
知
子
「
尾
形
光
琳
筆
「
四
季
草
花
図
」
に
つ
い
て
」『
村
重
寧
先
生 

星
山
晋
也
先
生 

古
希
記
念

論
文
集　

日
本
美
術
史
の
杜
』
竹
林
舎
、
二
〇
〇
八
年
、
三
五
八
︱
五
九
頁
。

12
西
本
周
子
「
光
琳
草
花
図
の
美
学
」
小
林
忠
、
村
重
寧
編
集
『
花
鳥
画
の
世
界
五　

瀟
洒
な
装
飾
美

　

江
戸
初
期
の
花
鳥
』
学
習
研
究
社
、
一
九
八
一
年
、
一
三
一
︱
三
九
頁
。
野
口
剛
「
琳
派
と
宮
廷　

俵
屋
絵
と
宗
達
、そ
し
て
光
琳
」『
天
皇
の
美
術
史
四
雅
の
近
世
、花
開
く
宮
廷
絵
画　

江
戸
時
代
前
期
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
、
一
三
七
︱
三
八
頁
。

13
個
人
蔵
本
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
山
根
有
三
「
光
琳
筆　

秋
草
図
屏
風
に
つ
い
て
」『
美
術
研
究
』

二
〇
六
号
、
一
九
五
九
年
（
再
録
、
前
掲
註
５
、一
九
九
五
年
、
一
三
八
︱
一
四
七
頁
）、
西
本
前
掲
註
12
。

14
西
本
前
掲
註
12
、
一
三
六
頁
。

【
図
版
出
典
】

図
１
・
７
・
11
京
都
国
立
博
物
館
『
琳
派　

京
を
彩
る
』
展
図
録
、
二
〇
一
五
年
。

図
３
・
６
筆
者
作
成
。

図
２
・
４
・
８
︱
１
・
９
︱
１
・
10
︱
１
恵
泉
女
学
園
大
学
教
授
稲
本
万
里
子
氏
撮
影
。

図
５
『
琳
派　

別
冊
』
紫
紅
社
、
一
九
九
二
年
。

図
９
︱
２
・
15
東
京
国
立
博
物
館
『
大
琳
派
展　

継
承
と
変
容
』
展
図
録
、
二
〇
〇
八
年
。

図
８
︱
２
・
10
︱
２
仲
町
啓
子
『
も
っ
と
知
り
た
い
尾
形
光
琳　

生
涯
と
作
品
』
東
京
美
術
、二
〇
〇
八
年
。

図
12
石
川
県
立
美
術
館
『
俵
屋
宗
達
と
琳
派
』
展
図
録
、
二
〇
一
三
年
。

図
13
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
提
供
（
資
料
番
号EbiM

018-1

）。

図
14
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
（The M

etropolitan M
useum

 

of Art, N
ew

 York. w
w

w
. m

etm
useum

. org. 

）

謝
辞

　
   

作
品
調
査
に
あ
た
り
、
大
本
山
川
大
師
平
間
寺　

藤
田
隆
乗
貫
首
森
岡
隆
紀
様
・
中
谷
正
様
・
土
井

淑
輝
様
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会　

谷
口
肇
様
・
中
村
香
菜
子
様
、
恵
泉
女
学
園
大
学
教
授
稲
本
万
里

子
先
生
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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尾形光琳筆「秋草図屏風」（平間寺蔵）の調査所見

図版

【図１】 尾形光琳「秋草図屏風」（平間寺蔵）全図　　　　　　　　【図２】同、落款

【図 3】同、法量・紙継（単位は cm）

　　　　（左）【図４】同、安田靫彦による短冊
　　　　（右）【図５】尾形光琳「燕子花図屏風」
　　　　　　（根津美術館蔵）落款

【図６】尾形光琳「秋草図屏風」
（平間寺蔵）草花の名称

桔梗

女郎花

薄
葛

薊

八重葎
海老根

朝顔
赤い花

（躑躅か）

縦 149.8

38.5 38.0

38.2 38.4

14.7

左扇 88.6 右扇 88.6

20.420.1

38.2 38.2

14.8
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【図７】尾形光琳「四季草花図巻」（個人蔵、千葉市美術館寄託）部分

【図８】薊の比較（8-1（左）、8-2（右））

【図９】海老根の比較（9-1（左）、9-2（右））

（27）



尾形光琳筆「秋草図屏風」（平間寺蔵）の調査所見

【図 10】八重葎の比較（10-1（左）、10-2（右））

【図 11】尾形光琳「太公望図屏風」（京都国立博物館蔵）

【図 12】尾形光琳「槇楓図屏風」（東京藝術大学美術館蔵）

（28）
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【図 13】「光琳百図後編上」部分、文政 9 年刊行（個人蔵）

【図 14】宗達派「月に秋草図屏風」右隻（メトロポリタン美術館蔵）

【図 15】尾形光琳「秋草図屏風」（サントリー美術館蔵）

（29）


